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われわれのグループはコミュニケーションファカルティの

分科会 報告で、メンバーが四方先生ほか19名 のメンバー

で話し合 いを行いました。一番最初 に、コミュニケーションと

は何かという話しになるのですが、まず一 番最初に自分自

身のことから考えたらどうか。自分 自身は本当にコミュニ
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ケーションがとれていると言えるのかということからイントロと

して話に入ります。実は教員間の間であってもコミュニケー

ションが取れていない場合がある。最初 に、表面上はコミュ

ニケーションがとれているように見えても実際のところ本当

にはとれていないということが指摘されました。では真のコ

ミュニケーションは何 なのかという話になり、そこからずっと

展 開していくと、学生にコミュニケーションを教えるというよ

り、むしろコミュニケーションの重要性を知ってもらうといった

ほうがいいのではないかというように思 われます 。まずこの

定義、到達基準、メソッドを見直してみて、補うところがあれ

ば補い、違うところがあれ ば考え直してみても良いのでは

ないか。

定 義は非 常に適切 で、他 者と知識 、情報、思考、意志、

感情等を交換 し、共通の理解を深める能力です。43頁に、

定義が書かれていますが、44頁には、表・図があります。言

語能力と非言語 コミュニケーション能力のことが書いてあり

それはいいことで、そのあたりは適切 なのですが、44頁の

図の中に実は非言語能力の中に芸術、音楽も反 映すべ き

でないかと。もちろんこれは一般社 会人のコミュニケーショ

ン能力、いわゆるそこに特 化したものだと思われますが、こ

の表は一応 それ以外 のものもありますよと載せてみても、

悪くない。なぜ かというと私たちはメディア芸術もあり、そち

らで非言語 のコミュニケーション能力が非常に重要視 され

る。ですからその部分を考えた上 でここのところは芸術、ビ

ジュアルな面や音 楽なども一応載せ ても悪 くないという意

見も出ました。それで本当に意志が伝わっているかどうか。

ということは、相 手の気持 ちを本当に理 解できているかに

つながると思 うのです。だから自分自身が本 当に思ってい

ることを相手にきちんと伝えられるかどうか、相手 の気持 ち

もきちんと理 解できているか。これができて初めて真のコ
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ミュニケーションができているということになります。

真のコミュニケーションを達成するには、やはり信頼 関係

が築けないといけない。ですが信頼 関係 を築 くには真のコ

ミュニケーションができないと信頼関係 はできない。それが

相互作用で、どちらか1つ ではなくて2つ 一緒に育成されて

いく気がします 。いず れにしても真のコミュニケーションをと

るには信頼関係 が必 要で、これがないと昨 日の話のように

営業成績などは上がるわけがないので、信用のないところ

では物を買ってもらうことなどできないわけで、やはり真のコ

ミュニケーションと信頼 関係 は非常に密接 な関係にあり、ど

ちらも育成していく必要があるという結果になりました。

到達基準なのですが、すべての分野で共通した基準は

難しいのではないか。これは先 ほどの発表 でも、出て来て

いることです。また「最低限の」という表現がここにあります

が、最低限とはいったい何だということになってきます。これ

は就 業力と非常に密接に関係 し特化 している内容 かと思

うのですが、では就業力というのはメディア芸術のほうでた

とえばアニメを描いてるのは、就業力や コミュニケーション

能力というよりむしろ作 品自体が就業力 に直結するので、

いい作 品を描けなけれ ば就 業力 にならないということな

のです。ですから、必ずしも単一の基準では難 しいのでは

ないか、また最低限の基準 といっても非常に温度差 がある

のではないかという結果が出ました。

そうはいっても一社会人として就業力というよりも企業 人

のコミュニケーション、というよりもむしろ一般社会のコミュニ

ケーション能力 が大事なので、ある程度のコミュニケーショ

ン能力は全 学生に必 要と思います。ただどの程度必 要か

というのはバリエーションが出てくるのではないかと思いま

す。メソッドとしてはいきなり大きなグループで発表 させ ると

コミュニケーションは取りにくいでしょうから小さなグループ

から始めて、徐々に大きなグループに慣れされるのがいい

のではないかと。先ほども出ましたが、インタビュープロジェ

クトというのは昨年度本年 度と2回 連続全員フレッシュマン

セミナーでやっていて、「これけっこういいんじゃない」という

意見 が出ました。というのはコミュニケーションを取るうえ

で、実は『日本 語表現』が なくなるといったこととも関係 して

いて、一番 最初に相手 の都合 に合わせてアポを取るのが

当然常識 です、そういったものを学ぶべ きだとか、アポをと

るにはまずはメールでと。メールの出し方を通 して言語 表

現のチェックが入ります。ですから今までで統合 的にインタ

ビュープロジェクトを通して達成感 はあるでしょうし、これは

なかなかいいのではないかという意 見がけっこう出ました。

そして同年代、社会人と適切なコミュニケーションをとる

能 力開発のきっかけとして、グループワークを用 いることが

効果 的です。特に男子学 生の間ではずっと男子校で女子

学生 と話をしたいけれど話ができない。実は私の場合 はフ

レッシュマンセミナーの学生 もいました。同じクラスで話 をし

たい子がいるが、自分から話をしにいけない。でも話をした

いと相談 しにきた学生がいました。あみだくじでグループ分

けをしたら、たまたま同じグループになったんです。これはう

まくいったと思ったらその女子学生 をさけて話をしないんで

す。私 もそうなのでよくわかります。その子 に仕事をさせて、

それから無理やり話をするようにしました。仲 良くなったか

はわかりませんがそのときは話をしていました。そういったこ

とはありますが、逆 に女子の方も女子高で男子と話をする

機会 がなかったらしい。そのようなこともありますので、同年

代でそういう小さなことから始めると良いのではないかと思

います。

基本的 にきっかけをつくってあげることが大事 という意

見が多 くありました。われわれはきっかけをつくってあげる。

そしてきっかけづくりとしてのグループワークの活用。異性と

接することができるようにしてあげる。そして社会人、教員、

職 員と適切に接することができるようにする。教員と話 しを

するとき、中学 、高校の延 長かもしれませんが、先生 と友達

みたいなのがいいのだという価値 観で、クラブの先輩には

敬語 を使って先生 にはぞんざいな言 葉を使ったり。そのよ

うな価 値観が学生にはあるようで、「先生これやって」とか、

試験 のときも鉛筆を持っていない。「鉛筆 はどうした」「持っ

ていない」「今日試験なのはわかっているだろ」。そんな感

じで、単語でコミュニケーションする。先 輩にはたぶんしな
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いと思います。社会 人、教員職員と適切に接 するところか

らできるようにするのがいいのではないかと思います。それ

とグループワークが非 常に効 果を発揮す るのではないで

しょうかという意見が多くありました。

それと自然なコミュニケーションのためのPBLの 導入 と

いうことで、教室 内だけではけっこう限界がある。教室 内だ

けでなく外 に出て、ハイキングだとかスポーッだとか食事 と

か。ゼミでされている先生もありますが、外へ 出るとこれまで

取れなかったような上 手なコミュニケーションがとれたり、こ

れまで話さなかった子が話したりと、すごくいい結果が出て

いるという報 告がありました。ですから外 へ出るのも一つの

案だなと思います。

それから文字の表現スキル開発の必要性 ということで

すが、さっき言いましたが、教員のインタビューで発信 者、受

け手の確認 をしたコミュニケーションを促すということはどう

いうことかといいますと、携帯がこれほど発達 しますと、友

達同士でだいたいメールのやりとりをしますから、そうしたら

名前も言わない相 手の名前も言わなくても、当然 誰に出し

て誰 にいっているかがわかります。それに慣れてしまって先

生に何 かを確認するときも友達に出す感覚なんです。私の

学生もそうでした。「この前の授業休んだんですけど大丈

夫でしょうか」と。誰が出したかわからない。個 人のメールな

らわかりません。それで授 業中にこれを出したのは誰だと、

名前を書けと。そういうことも先生の先ほどのインタビュープ

ロジェクトでそれもかなり改 善されるのではないでしょうか。

携帯電 話のメールもそうなのですが、キャッチーミーメール

を私の周りでは極 力使うように学 生にアドレスを出します。

これは授業の一環 なんだと、個人の携帯 電話には出しま

せん。しかし携帯で送 られてきます。そのときはキャッチー

ミーメールを見なさい、自分の学校 のアドレスを見なさいと。

必ず これを見させ る。学校 のことや授 業のことは学 校の

メールアドレスに送りますよと、一番最 初にも言っています

ので。またメモをとってからメールするというのは、先 ほどの

真のコミュニケーションなのですが、正しいコミュニケーショ

ンをとるには重 要なことを漏 らしてはいけない。大事なこと

はメモにとってメールに打って確認をして大事なことは漏

れていないか確 認してからメールを出すようにする。確 認

をとってからということです。それから、少人数の授業のとき

に、先 ほども言いましたように少 人数のクラスですとレポート

出させて添 削もでき、グループワークもできますが、大 人数

の場合は非 常に難しいことがあります。少人数のときはこう

いうことをやったらいいんじゃないかということです。

それから社会 に出ていく取 り組みですけれども、社 会人

と適切なコミュニケーションがとれるよう指導が必要。やはり

言葉づかいやマナーなのです。それと言語以外のコミュニ

ケーション、第一印象も非 常に大事ですよという話もする必

要があります。それと社会 で役立 つ活動 、成功体験、モチ

ベーション。自分が何かをやってそして成功 したこと。それ

で達成感を持ってもらうとけっこういいと思 います。それか

らアポイントの取り方の指導などで、実践力を育てること。こ

れは社 会に出てすぐに役立つことだと思 いますので、アポ

の取り方というのも先ほどのインタビュープロジェクトなどで

実践力を付けられたらと。映画館見学、図書館での読書な

どでそういうことのきっかけも増やすことが できるのではな

いでしょうか。課外 活動でもけっこうグループごとに話がは

ずむのではないかということです。メールで海外の人とのコ

ミュニケーションを取る機会 を提供す る。これは英語 の授

業だけじゃない。ネイティブよりむしろノンネイティブの 人と

メールをしたほうがいいかもしれません。相手 も間違えるか
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らいいんだこれでと。そしてやりとりするうちにだんだんと英

語に慣 れていってもらえるのではないかと。これは時間が

かかるとは思いますが、英語 の授業 だけじゃなくて興味あ

る学生がそのように取 り組んでくれたらなあと思います。

芸術の授 業での取り組みで、ブレーンストーミングやPBL

でチームワークを育てることが可能であると。チームワーク

で何 かをするということは非常に多いので、非 常に重要な

授業になるという指摘でした。もう時間がありませんので、ま

とめに入らせていただくと、1つの科 目だけでなくいろんな

科目で応用 したり、教 職員との対応時に疑 似体験を行い、

実践力を養 っていくことが大切 。これは少 しわかりにくいと

思いますので補足説 明させていただくと、大学を一つの社

会と考える。そして先生や職員を一社会人として社会 に出

たときと同じ対応 をしてもらうということです。

ですからマナーを守って言葉づかいもきちんと社会人 と

しての疑似体 験を、大 学を一つの社会として疑似体験をし

てもらう。そして大学の職員のなかでも全学 的にやるとした

場合どういう立場 になるんだろうかと、疑 問を感じておられ

た方 もいたのですが、それはどんどんと職員の方 も学生の

マナーの悪いのは当然注意していただき、社会人として対

応していただけたらと思います。学生は自分 の興 味のある

ことには一生懸命集中するのですが、興 味のないことは知

らん顔するというのはよく指摘 されます。これはどこからくる

かというと自分の興味の違いからです。同じメニューで同じ

内容で全学生 の興 味を引くのは非常 に難しいことなので

はないだろうかと。かなり学 生にも温 度差 があるでしょうし、

同じ内容でやっても喜ぶ学生もいればそうでない学生もい

る。ですから一つのことで全 学生をなんとかしようというの

はちょっと無 理があるのではという話 が出ました。そして最

終的にこれらを通してわれわれはコミュニケーションのきっ

かけづくりを積極 的にやっていければいいのではないで

しょうか。われわれの使命はむしろコミュニケーションをもつ

ためにも学生のモチベーションを高めていくためにも、なに

かきっかけづくりを積極 的に進めていくのがいいのではな

いかということになりました。以上です。

●司会

ありがとうございました。

どなたか、ございませんか。今 の発 表に対 してご質 問、

ご意 見などお願いします。

では指名 させていただきます。守屋室長、補足でもご意

見でも。

●守屋室長一

今 のチームに入れていただいた図書館 の守屋です。昨

日いろんなご意見や実例を先生 がたからうかがい、そのよ

うなことを知らない私 は大変勉強になりました。それがあの

ようにきれいにまとまり、夢のような内容でした。私 たちはす

ごい話 しをしたんだとメンバー全員を褒 めてあげたいと思

います。職員としてどうして接したらいいのかと言 ったのは

私 です 。大学での経験 はありませんで、職 員は企業体 の

一 因として学生 をお客 さまとして扱 うべきなのか、たとえば

指 導するのか どうしたらいいのか私は明確なものがありま

せ んでした。それでやはり一大人として学生と対 する時に

それではだめですよと言いたいときがあって、どうすればい

いかと思っていたのですが、それはほとんど一 社会人とし

てまず私 たちが恥ずかしくないようにして、学 生に接したら

いいのだという意見をいただき、これから図書館のほうでも

ビシビシ本 の出し方が悪い、うるさいなどと叱っていきたい

と思 いますので、先 生方もご協力ください。

●司会一

ありがとうございました。
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